
山
王
ま
つ
り
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六
．
日
吉
山
王
ま
つ
り

日
吉
新
宮
（
日
吉
神
社
）
と
火
祭
り

日
吉
神
社
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
二
月
一
日
神
戸
町
村
社
日
吉
神
社
の
縣
社

昇
格
を
、
氏
子
総
代
等
か
ら
内
務
大
臣
原
敬
に
請
願
し
た
文
中
に
、「
当
日
吉
神
社
ハ
、
人
皇
五
二
代
嵯
峨

天
皇
ノ
御
宇
弘
仁
八
丁
酉
年
傳
教
大
師
ノ
御
創
建
ニ
係
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
即
チ
同
年
大
師
ガ
聖
勅
ヲ
奉
シ
テ

東
国
御
親
教
ノ
砌
、
当
国
ニ
御
巡
錫
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
、
本
郡
ノ
郡
司
安
八
大
夫
安
次
ハ
大
師
ノ
碩
徳
智
識
ヲ

信
仰
ノ
餘
り
、
一
宇
ノ
道
場
ヲ
創
建
ス
、
即
チ
今
ノ
善
学
院
（
神
護
寺
）
之
レ
ナ
リ
、
当
時
大
師
本
院
二
於

テ
三
密
ノ
秘
法
ヲ
御
修
行
ア
リ
シ
際
、
今
ノ
比
叡
山
官
幣
大
社
日
吉
神
社
影
向
託
宣
シ
給
ヒ
シ
ヲ
以
テ
、
大

師
ハ
歓
喜
ノ
餘
り
、
自
ラ
誠
心
誠
意
ヲ
籠
メ
テ
大
宮
・
二
宮
・
聖
眞
子
・
十
禪
師
ノ
四
柱
ノ
御
神
実
ヲ
御
彫

刻
ア
リ
テ
、
永
ク
国
家
鎮
護
ノ
守
リ
ト
ハ
爲
シ
給
ヘ
リ
、
之
レ
ヲ
以
テ
善
学
院
ヲ
影
向
山
神
護
寺
卜
称
セ
リ
、

其
後
、
人
皇
五
十
六
代
清
和
天
皇
ノ
御
宇
貞
観
二
庚
辰
年
、
慈
覚
大
師
ガ
故
傳
教
大
師
ノ
御
遺
跡
ヲ
慕
ヒ
、

態
々
当
地
二
御
来

ノ
上
、
開
祖
大
師
ノ
御
遺
跡
ヲ
修
補
シ
、
且
新
タ

ニ
八
王
子
宮
・
客
人
宮
・
三
之
宮
三
柱
ノ
神
実
ヲ
彫
刻
シ
給
ヒ
テ
、
比

叡
山
卜
同
一
神
社
ト
セ
ラ
レ
キ
」
と
記
し
て
い
る
。

山
王
ま
つ
り
の
起
源
に
つ
い
て
古
記
録
に
、『
山
王
祭
礼
の
神
輿
は
後

三
條
院
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
年
）
四
月
申
の
日
を
以
て
比
叡
山
坂
本

の
吉
例
に
準
じ
て
神
輿
を
行
幸
し
奉
候
』
と
あ
る
。
当
時
の
神
輿
の
規

模
、
そ
の
他
、
祭
事
の
次
第
等
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
凡

そ
九
百
年
余
前
、
神
輿
が
祭
事
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

現
在
の
神
輿
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
に
造
立
さ
れ
、
幾
度
か

の
修
理
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
祭
式
に
つ
い
て
も
、
こ
の
貞
享

四
年
に
従
来
乱
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
た
祭
次
第
を
改
め
『
日

山
王
権

吉

現
御
祭
の
次
第
』
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
祭
次
第
は
、
以
後
明
治
に
な

っ
て
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
日
に
ち
が
変
わ
っ
た
こ
と
、

平
成
七
年
に
五
月
に
移
動
し
た
こ
と
以
外
は
、
大
変
革
さ
れ
る
こ
と
無

く
受
け
継
が
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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神
輿
出
し

五
月
一
日
、
本
町
、
横
町
、

上
新
町
、
三
津
屋
、
宮
町
、
下

新
町
、
鍛
冶
屋
町
の
七
町
内
の

神
輿
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
る
神

輿
が
、
一
年
振
り
に
蔵
か
ら
出

さ
れ
日
吉
神
社
境
内
に
あ
る
拝

殿
（
神
輿
殿
）
へ
と
運
ば
れ
る
。

蔵
の
中
の
神
輿
は
、
全
て
の
装

飾
を
外
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
裸

神
輿
の
状
態
で
あ
る
。

過
去
に
於
い
て
は
、
裸
神
輿

の
ま
ま
、
拝
殿
ま
で
担
い
で
運

ん
だ
が
、
現
在
は
事
前
に
、
御

帳
、
神
鏡
、
水
引
、
鈴
縄
、
鈴

を
付
け
た
渡
御
時
の
状
態
に
し

て
か
ら
運
ぶ
様
に
も
な
っ
た
。

拝
殿
到
着
後
は
、
七
基
の
神

輿
が
揃
う
の
を
待
っ
て
位
置
決

め
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
間

口
三
十
五
尺
の
拝
殿

に
神
輿

七
基
が
並
ぶ
た
め
、
狭
く
て
調

整
を
要
す
る
た
め
で
あ
る
が
、

平
成
二
十
七
年
度
に
改
築
さ
れ

広
く
な
っ
た
の
で
そ
の
必
要
は

な
く
な
っ
た
。

鳳
凰
、
瓔
珞
、
鳥
居
、
高
欄
、

雪
洞
（
前
後
）
を
装
飾
し
、
神

輿
前
に
は
御
神
酒
が
並
ぶ
。
ま

た
下
馬
立
が
置
か
れ
、
提
灯
に

は
宮
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で

何
宮
の
神
輿
か
が
判
る
。
こ
の

状
態
に
な
る
頃
に
は
、
各
区
の

警
固
が
昼
夜
交
代
で
神
輿
の
警

備
に
当
た
る
。
朝
渡
御
後
は
、

御
旅
所
で
の
警
備
と
な
る
。

五
月
二
日
午
前
零
時
頃
に
暗

闇
の
中
、
神
遷
し
神
事
が
行
わ

れ
る
。
神
々
は
、
神
輿
後
面
の

御
帳
を
開
け
て
入
っ
て
い
た
だ

く
。
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境
内
の
大
宮
本
殿
で
は
、

左
三
巴
紋
の
幕
を
張
り
提
灯

が
並
ぶ
。
浜
床
と
階
段
に
は

白
布
が
敷
か
れ
、
祭
主
報
告

祭
、
社
参
の
準
備
が
整
え
ら

れ
る
。

境
内
に
あ
る
大
宮
以
外
の

各
社
殿
と
庄
九
郎
川
畔
の
唐

崎
神
社
も
こ
れ
に
準
じ
て
飾

る
が
、
社
殿
の
規
模
に
合
わ

せ
た
装
飾
と
な
っ
て
い
る
。

各
社
殿
の
前
に
は
、
日
吉

大
宮
御
神
前
、
日
吉
客
人
大

明
神
と
書
か
れ
た
大
幟
や
紅

白
旗
が
立
ち
並
び
各
社
の
御

神
燈
も
建
て
ら
れ
る
と
、
広

い
境
内
も
所
狭
し
の
感
が
漂

う
。大

幟
は
、
町
内
各
区
の
道

路
に
も
立
て
ら
れ
る
。
境
内

と
同
様
な
幟
も
あ
れ
ば
漢
詩

が
書
か
れ
た
幟
も
あ
り
、
郷

土
の
書
家
杉
山
三
郊
の
書
も

あ
る
。

惣
門
か
ら
御
手
洗
ま
で
の

参
道
両
脇
に
は
、
下
馬
立
て

が
並
び
、
提
灯
に
は
日
吉
大

宮
な
ど
の
宮
名
や
神
紋
、
各

区
名
の
文
字
が
描
か
れ
て
い

る
。渡

御
で
渡
る
庄
九
郎
川
に

は
水
が
張
ら
れ
、
水
量
は
大

警
固
区
が
管
理
す
る
。

唐
崎
神
社
は
、
こ
の
河
畔
の

西
側
に
建
て
ら
れ
て
お
り
横

に
は
唐
崎
の
松
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。

石
の
大
鳥
居
に
は
、
御
神

燈
と
書
か
れ
た
大
提
灯
が
掛

け
ら
れ
る
。
文
字
の
横
に
は
、

三
つ
葉
葵
の
紋
が
描
か
れ
て

い
る
。

庄
九
郎
川
は
、
過
去
に
は

山
王
川
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

五
条
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
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祭
主
報
告
祭

五
月
一
日
午
後
八
時
に
祭
主
報

告
祭
が
始
ま
る
。

日

神
社
社
務
所
に
は
力
紙
が

吉

安
置
さ
れ
、
祭
主
が
上
座
に
座
り

氏
子
会
役
員
六
名
が
そ
の
両
脇
に

着
座
す
る
。
祭
主
は
、
こ
こ
で
氏

子
総
代
の
挨
拶
を
受
け
る
。
挨
拶

を
終
え
た
氏
子
総
代
は
、
部
屋
の

両
側
に
着
座
し
て
待
機
す
る
。

八
時
に
な
る
と
宮
司
が
迎
え
に

来
て
、
宮
司
の
先
導
で
大
宮
本
殿

に
向
か
う
。

社
務
所
を
出
て
、
神
職
を
先
頭

に
参
道
を
進
み
、
神
輿
殿
前
で
一

旦
止
ま
っ
て
神
輿
に
対
し
一
礼
す

る
。

神
職
と
祭
主
は
、
大
宮
本
殿

へ
昇
殿
し
日

大
神
に
対
し
祭

吉

主
と
し
て
選
任
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
す
る
神
事
が
行
わ
れ
る
。

祭
主
は
、
玉
串
奉
奠
後
御
神

酒
を
頂
く
。

次
い
で
大
宮
本
殿
前
に
待
機

し
て
い
た
氏
子
総
代
も
御
神
酒

を
頂
き
、
神
職
を
先
頭
に
社
務

所
へ
戻
る
。

社
務
所
前
に
て
祭
主
区
代
表

が
お
礼
の
挨
拶
を
述
べ
る
と
祭

主
報
告
祭
は
終
わ
る
。



- 37 -

試
楽
参
り

五
月
三
日
午
後

六
時
に
、
影
向
山

神
護
寺
善
学
院
法

印
が
大
宮
本
殿
へ

昇
殿
参
拝
し
、
神

前
に
て
読
経
が
行

わ
れ
る
。
神
仏
習

合
の
名
残
を
留
め

る
貴
重
な
神
事
で

あ
る
。

続
い
て
、
午
後

七
時
に
石
原
傳
兵

衛
氏
が
大
宮
本
殿

へ
昇
殿
参
拝
さ
れ

る
。
石
原
傳
兵
衛

氏
は
、
最
澄
と
協

力
し
て
近
江
国
坂

本
の
日
吉
神
社
（
現

山
王
総
本
宮
日
吉

大
社
）
か
ら
神
戸

の
地
に
神
々
の
勧

請
に
関
わ
っ
た
安

八
太
夫
安
次
の
後

裔
で
あ
る
。

午
後
七
時
頃
よ
り
本
町
に
設

営
さ
れ
た
祭
礼
事
務
所
で
は
、

祭
主
が
床
几
に
腰
掛
け
、
氏
子

総
代
の
挨
拶
（
謹
ん
で
お
供
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
を
受
け

る
。
祭
主
と
執
行
役
員
は
一
段

高
い
舞
台
の
上
の
席
で
、
祭
主

の
後
方
に
は
、
松
飾
り
と
大
警

固
の
大
鎧
が
置
か
れ
て
い
る
。

氏
子
会
理
事
の
十
名
は
、
土
間

の
両
側
で
床
几
に
腰
掛
け
る
。

役
員
以
外
の
氏
子
総
代
は
、
祭

礼
事
務
所
前
に
て
「
ハ
」
の
字

形
に
配
置
さ
れ
た
床
几
に
腰
掛

け
、
警
護
に
当
た
る
。

午
後
八
時
に
な
る
と
祭
礼
事

務
所
を
出
て
、
松
明
に
照
ら
さ

れ
、
先
導
の
世
話
人
に
続
い
て

祭
主
と
氏
子
総
代
の
行
列
が
、

日

神
社
へ
向
か
っ
て
出
発
す

吉
る
。
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祭
主
は
裃
に
帯
刀
、
氏
子
総

代
は
羽
織
・
袴
に
馬
上
提
灯
姿

で
あ
る
。

祭
主
報
告
祭
同
様
、
拝
殿
前

で
神
輿
に
一
礼
し
て
か
ら
大
宮

本
殿
へ
進
み
、
祭
主
の
み
大
刀

を
腰
か
ら
抜
き
手
で
持
っ
て
昇

殿
す
る
。
玉
串
奉
奠
後
に
御
神

酒
を
頂
く
。

大
宮
本
殿
前
に
待
機
し
て
い

た
氏
子
総
代
も
御
神
酒
を
頂
い

た
後
は
、
再
び
往
路
と
同
じ
行

列
を
立
て
て
祭
礼
事
務
所
へ
戻

る
。

祭
礼
事
務
所
に
到
着
す
る

と
、
祭
主
区
代
表
の
御
礼
挨
拶

が
あ
り
、
祭
主
報
告
祭
が
終
わ

る
。
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朝
渡
御

五
月
三
日
午
後
九
時
三
〇
分

に
な
る
と
、
神
輿
殿
に
飾
ら
れ

て
い
た
神
輿
は
、
鳳
凰
、
瓔
珞
、

ほ
う
お
う

よ
う
ら
く

鳥
居
、
高
欄
、
雪
洞
な
ど
の
装

こ
う
ら
ん

ぼ
ん
ぼ
り

飾
品
が
外
さ
れ
、
渡
御
時
の
姿

に
な
る
。

午
後
十
時
に
は
、
安
次
、

丈
六
道
、
田
村
、
本
庄
の
四
ヶ

村
の
若
衆
に
担
が
れ
た
竹
松
明

が
神
輿
殿
後
ろ
に
運
び
込
ま

れ
、
威
勢
良
く
燃
や
さ
れ
る
。

同
じ
く
午
後
十
時
頃
、
本
町

の
祭
礼
事
務
所
で
は
試
楽
参
り

同
様
に
祭
主
が
床
几
に
腰
掛
け

て
氏
子
総
代
の
挨
拶
（
謹
ん
で

お
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

を
受
け
る
。
祭
主
と
執
行
役
員

は
、
一
段
高
い
舞
台
の
上
の
席

で
、
祭
主
の
後
方
に
は
松
飾
り

が
置
か
れ
て
い
る
大
警
固
用
の

大
鎧
は
、
警
護
武
者
と
し
て
着

用
し
祭
礼
事
務
所
前
で
警
固
に

当
た
っ
て
い
る
の
で
こ
こ
に
は

無
い
。
氏
子
会
理
事
の
十
名
は
、

土
間
の
両
側
、
そ
の
他
の
氏
子

総
代
は
祭
礼
事
務
所
前
で
床
几

に
腰
掛
け
て
待
機
し
て
い
る
。

午
後
十
一
時
に
祭
礼
事
務
所

を
出
発
し
た
警
護
武
者
は
、
道

中
の
確
認
を
し
な
が
ら
日
吉
神

社
に
到
着
す
る
と
、
神
饌
所
前

に
て
警
備
に
当
た
り
つ
つ
祭
主

の
到
着
を
待
つ
。
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午
後
十
一
時
に
日
吉
神
社
拝
殿

に
て
、
担
ぎ
手
が
揃
っ
た
こ
と
を

確
認
し
た
本
町
警
固
が
、
祭
礼
事

務
所
ま
で
走
り
祭
主
に
対
し
、
お

迎
え
に
来
た
こ
と
を
告
げ
る
。

口
上
を
受
け
た
祭
主
が
祭
礼
事

務
所
を
出
発
す
る
の
は
午
後
十
一

時
十
五
分
頃
と
な
る

祭
主
行
列
の
前
に
は
、
数
百

本
の
護
衛
松
明
が
焚
か
れ
、
護

衛
人
、
箱
提
灯
、
錫

、
高

し
や
く
じ
よ
う

張
提
灯
が
続
き
、
そ
の
直
後
を

祭
主
が
ゆ
っ
く
り
と
日
吉
神
社

へ
と
進
む
。
祭
主
の
直
後
に
槍

持
ち
が
続
き
、
そ
の
後
方
に
は
、

氏
子
総
代
が
馬
上
提
灯
を
持
っ

て
続
く
。
こ
の
行
列
は
四
〜
五

十
分
掛
か
る
の
で
、
護
衛
松
明

は
一
本
で
は
持
た
な
い
の
で
途

中
で
二
本
目
、
三
本
目
が
投
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

祭
主
の
到
着
前
に
は
、
拝
殿

の
神
輿
に
対
し
神
職
の
祝
詞
奏

上
が
行
わ
れ
る
。
祭
主
到
着
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
行

わ
れ
る
が
、
祭
主
行
列
の
速
度

が
一
定
し
て
お
ら
ず
、
難
し
い

一
面
が
あ
る
。
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拝
殿
前
ま
で
来
る
と
、
祭
主

は
護
衛
人
に
護
ら
れ
な
が
ら
牛

尾
宮
神
輿
へ
と
進
む
。

祭
主
が
、
牛
尾
宮
神
輿
前
に

て
深
々
と
一
礼
す
る
と
周
囲
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
神
輿
渡
御

が
始
ま
る
。

こ
の
頃
に
は
、
午
前
零
時
を

過
ぎ
て
お
り
、
日
付
が
変
わ
っ

て
五
月
四
日
と
な
っ
て
い
る
。

神
輿
渡
御
の
順
は
、
牛
尾
宮
、

樹
下
宮
、
大
宮
、
二
宮
、
宇
佐

宮
、
客
人
宮
、
三
宮
と
決
ま
っ

て
い
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

祭
主
は
、
牛
尾
宮
神
輿
へ
の

一
礼
後
武
者
の
中
央
に
て
床
几

に
腰
掛
け
、
神
輿
が
出
発
す
る

度
に
起
立
し
、
礼
を
す
る
。
祭

主
の
直
後
に
は
、
槍
持
ち
、
警

護
人
が
控
え
て
い
る
。

渡
御
終
了
後
は
、
往
路
と
同

じ
く
行
列
を
立
て
て
祭
礼
事
務

所
ま
で
戻
り
、
祭
主
区
代
表
の

挨
拶
が
あ
り
、
そ
れ
が
終
わ
る

と
朝
渡
御
が
終
了
す
る
。
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本
楽
祭

五
月
四
日
午
前
十
時
三
十
分

に
本
楽
祭
が
行
わ
れ
る
。
社
務

所
前
に
て
行
列
を
整
え
て
か
ら

参
道
を
北
上
す
る
。

手
前
よ
り
、
祭
主
、
石
原
傳

兵
衛
氏
、
善
学
院
法
印
。

参
道
を
進
み
、
三
重
塔
前
の

祓
所
に
て
浄
め
た
後
拝
殿
へ
上

が
る
。

献
饌
は
、
氏
子
総
代
が
並
ん

け
ん
せ
ん

で
神
饌
所
か
ら
大
宮
本
殿
ま
で

送
る
。

献
幣
使
の
奉
幣
、
宮
司
の
祝

け
ん
ぺ
い
し

ほ
う
へ
い

の
り

詞
奏
上

、
祭
主
の
祭
文
、
舞
、

と

そ
う
じ
よ
う

さ
い
も
ん

玉
串
奉
奠
と
続
く
。

た
ま
ぐ
し
ほ
う
て
ん

本
楽
祭
が
終
了
す
る
と
拝
殿

の
屋
根
に
力
紙
が
飾
ら
れ
る
。

ち
か
ら
が
み

還
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御

午
後
四
時
か
ら
、
御
旅
所
の

神
輿
の
装
飾
外
し
が
行
わ
れ
、

朝
渡
御
同
様
に
渡
御
時
の
姿
で

還
御
を
待
つ
。

同
じ
頃
、
本
町
の
祭
礼
事
務

所
で
は
、
祭
主
が
舞
台
中
央
で

床
几
に
腰
掛
け
氏
子
総
代
の
挨

拶
を
受
け
る
。
祭
主
後
方
の
松

飾
り
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、

祭
主
の
両
側
に
は
、
竹
飾
り
と

松
飾
り
が
置
か
れ
て
い
る
。
朝

渡
御
同
様
、
こ
の
状
態
で
本
町

警
固
の
お
迎
え
を
待
つ
こ
と
に

な
る
。
お
迎
え
が
到
着
後
、
別

の
伝
令
が
社
務
所
へ
走
り
、
石

原
傳
兵
衛
氏
の
行
列
出
発
を
要

請
す
る
。

午
後
五
時
過
ぎ
、
朝
渡
御
同

様
祭
礼
事
務
所
前
に
て
待
機
し

て
い
た
八
人
の
警
護
武
者
が
、

日
吉
神
社
ま
で
の
道
中
を
確
認

し
な
が
ら
進
む
。
日
吉
神
社
到

着
後
は
、
朝
渡
御
と
同
じ
場
所

で
警
護
に
当
た
る
。

御
旅
所
前
の
桟
敷
ま
で
の
距

離
は
、
祭
礼
事
務
所
か
ら
よ
り

も
社
務
所
か
ら
の
方
が
長
い
の

で
石
原
傳
兵
衛
氏
の
行
列
が
祭

主
の
行
列
よ
り
早
く
出
発
す
る

こ
と
に
な
る
。
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石
原
傳
兵
衛
氏
の
行
列
が
途

中
ま
で
進
む
と
、
伝
令
が
日
の

丸
の
旗
を
振
っ
て
祭
礼
事
務
所

の
祭
主
に
出
発
の
合
図
を
送
る
。

こ
こ
で
初
め
て
祭
主
の
行
列
が

動
き
出
す
。
先
導
は
神
職
、
こ

れ
に
指
樽
を
担
い
だ
少
年
、
錫

、
松
飾
り
、
竹
飾
り
が
続
き
、

祭
主
と
そ
の
直
後
に
槍
持
ち
、

更
に
そ
の
後
方
に
氏
子
総
代
が

続
く
。

行
列
の
前
方
に
は
、
数
百
本

の
護
衛
松
明
が
道
を
拡
げ
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
御
旅
所
前
ま
で

進
む
。

桟
敷
に
到
着
し
た
祭
主
と
石

原
傳
兵
衛
氏
は
、
先
ず
一
礼
し

そ
の
後
杯
を
交
わ
す
。
最
初
に

祭
主
、
次
に
石
原
傳
兵
衛
氏
に

指
樽
の
御
神
酒
が
注
が
れ
る
。
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祭
主
と
石
原
傳
兵
衛
氏
の
杯

事
に
合
わ
せ
て
、
大
鳥
居
、
惣

門
、
御
手
洗
と
中
継
し
な
が
ら

日
の
丸
の
旗
に
て
力
紙
投
下
の

合
図
が
送
ら
れ
る
と
神
輿
殿
の

上
に
安
置
し
て
あ
っ
た
力
紙
が

投
下
さ
れ
、
神
輿
殿
前
に
詰
め

か
け
た
若
衆
に
よ
っ
て
争
奪
戦

が
行
わ
れ
る
。

い
ち
早
く
力
紙
を
掴
ん
だ
若

者
が
一
気
に
参
道
を
駆
け
抜
け
、

御
旅
所
の
牛
尾
宮
神
輿
へ
力
紙

を
投
げ
る
と
こ
れ
を
合
図
に
牛

尾
宮
神
輿
が
出
御
す
る
。

神
輿
渡
御
の
順
は
、
朝
渡
御

と
同
じ
く
牛
尾
宮
、
樹
下
宮
、

大
宮
、
二
宮
、
宇
佐
宮
、
客
人

宮
、
三
宮
と
決
ま
っ
て
い
て
変

わ
る
こ
と
は
な
い
。

神
輿
は
、
大
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

琵
琶
湖
に
な
ぞ
ら
え
た
庄
九
郎

川
を
渡
り
日
吉
神
社
拝
殿
へ
向

か
う
。
渡
御
終
了
後
祭
主
は
、

往
路
と
同
じ
く
行
列
を
整
え
て

祭
礼
事
務
所
ま
で
戻
り
、
祭
主

区
代
表
の
挨
拶
が
終
わ
る
と
還

御
の
終
了
と
な
る
。

日
吉
神
社
へ
到
着
し
た
神
輿

は
、
神
職
に
よ
り
神
々
が
神
輿

か
ら
降
り
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

大
警
固
区
の
神
輿
を
先
頭
に
各

町
内
へ
神
輿
が
帰
っ
て
行
き
、

祭
り
が
終
わ
る
。
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千
二
百
年
祭
頃
の
様
子

牛
尾
宮

三
宮

祭 礼 事 務 所 へ の 御 届 書

朝 渡 御 出 の 肩
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大
宮

客
人
宮

武
者
・
宇
佐
宮

二
宮
・
樹
下
宮

朝 渡 御 日 吉 神 社 警 護 武 者朝 渡 御 宇 佐 宮

朝 渡 御 二 宮朝 渡 御 樹 下 宮

朝 渡 御 大 宮


